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本日のゴール



AI Cloud Platform

～Microsoft Cloudご紹介～



本題に入る前にマイクロソフトの変革のおさらいを



マイクロソフトの変革の歴史
短期間で変化を繰り返すIT業界では、その波に乗っていけるか、又は市場の変化を捉えて新しい波を作れるか否かで結果が異なります。
マイクロソフトは市場の変化に合わせ、変革に取り組んだ結果、現在でもトップクラスの事業規模とプレゼンスを維持しています。

注目銘柄の時価総額の推移

インターネットの急速な浸透

クラウドコンピューティングモバイル、IoTの爆発的進化

オープンソースとOS多様化
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市場変化に即したマイクロソフトの変革
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非連続な業界トレンド変化

1997年 2007年 2017年

$156.0B

$333.1B $659.9B

2019年

$859.5B

過去20年間、時価総額トップ5入りを維持しているのはマイクロソフトだけ
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人手に依存したプロセス

3 社内業務

2 ビジネスモデル1 製品

マイクロソフトにおける３つの変革
こうした製品やビジネスモデルの変革は、社内外のデータに基づく市場の変化の把握・予見に取組み、これに基づいてマネジメントが
意思決定を行った結果です。弊社は、データと最新のテクノロジーを活用した業務の変革に、自ら取り組み、経験を積んでおります。

7

最新テクノロジーを活用したプロセス

データに基づく判断（データドリブン）属人的な判断（KKD)

データとテクノロジーを活用した
業務や意思決定のあり方の変革に

マイクロソフト自身が
チャレンジし続けています

※KKD ：勘、経験、度胸



GAFAM決算 (2021年7月〜9月)
ソフトウェア
・Office
・LinkedIn
・Dynamics
1.7兆円

クラウド
・Azure
・Server
・Enterprise
1.9兆円

OS/デバイス
・Windows
・Xbox
・Surface
1.5兆円

合計売上
5.2兆円

33%

38%

29%

iPhone
4.4兆円

Mac
1.0兆円

iPad
0.9兆円

ウェアラブル
ホーム
アクセサリ
1.0兆円

サービス
2.1兆円

合計売上
9.5兆円

47%

11%

10%

10%

22%

サービス内広告
・検索
・Gmail
・Map
4.3兆円

YouTube広告
0.8兆円

Googleネットワーク
0.9兆円

その他（非広告）
0.8兆円

クラウド
0.6兆円

合計売上
7.4兆円

58%

11%

12%

11%

8%

オンラインストア
5.7兆円サードパーティ業者販売

2.8兆円

AWS
1.8兆円

サブスク
0.9兆円

実店舗
0.5兆円

その他
0.9兆円

合計売上
12.6兆円

45%

22%

15%

7%

4%
7%

広告
3.2兆円

その他
0.1兆円

合計売上
3.3兆円

98%

2%

出典：石坂誠 GAFAM最新四半期セグメント別売上構成比



“ DX ” とは何か？ 経済産業省「 DX レポート 2（2020年12月28日）」
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html

誤 ：情報システムを刷新する。

正 ：素早く変化し続ける能力を身に付ける。

ITシステム更新の問題から企業変革の問題へ

DX レポート 1 ~2025年の崖~（2018年9月）



業務

製品
サービス

お客様

社員

ビジネス全般の
デジタルシグナル収集

データの連結, 合成, 洞察

実行と可視化



地球上のすべての個人とすべての組織が、より多くのことを達成できるようにする

革新的で、安心して使っていただけるインテリジェントテクノロジを通して、

日本の社会変革に貢献する



AIを活用するための“包括的”なクラウド活用


